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調査・分析ご報告資料
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株式会社ベネッセコーポレーション

■教育改革推進の背景

■教員の資質能力の向上

資料５



学習指導要領改訂の方向性 1

（中教審「次期学習指導要領に向けたこれまでの審議のまとめ（素案）のポイント」教育課程部会 教育課程企画特別部会資料 2016.8.1）
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教育改革推進の背景

○社会環境の変化

○Society 5.0



２２世紀を生きる子供たち 3

今、まだ見えない未来社会を構築していく力を育む教育。＝不易（だからこその改革・発展）

今、見えている、これまでの社会との違いが、グローバル化とIT。＝流行
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教育においては、「時代の変化ととも
に変えていく必要があるもの」（流行）
とともに、「時代を超えて価値のあるも
の」（不易）がある……。
（「21世紀を展望した我が国の教育の在り
方について」中教審答申 平成9年6月）



外国人とともに働く社会 4

「外国人とともに働く」ことは、国内外を問わず不可避。
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グローバル人材 5

企業の需要は満たされておらず、一方、新入社員（学生）の海外志向は高くない。
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日本で就労している外国人数 6

日本で就労している外国人は、平成30年10月末時点で過去最高の146万463人。

「特定活動」(35.6％) 、「技能実習」(19.7％)、「専門的・技術的分野の在留資格」(16.1％)の伸び率が大きい。

厚生労働省「外国人雇用状況の届出状況（平成30年10月末現在）」

注１：【】は、前年同期比を示している。
注２：「専門的・技術的分野の在留資格」とは、就労目的で在留が認められるものであり、経営者、技術者、研究者、外国料理の調理師等が該当する。
注３：「身分に基づく在留資格」とは、我が国において有する身分又は地位に基づくものであり、永住者、日系人等が該当する。
注４：「特定活動」とは、法務大臣が個々の外国人について特に指定する活動を行うもの。
注５：「資格外活動」とは、本来の在留目的である活動以外に就労活動を行うもの（原則、週28時間以内）であり、留学生のアルバイト等が該当する。



外国人留学生数の推移 7

毎年、大きく増加している。

(独)日本学生支援機構



日本人の海外留学者数 8

全体として減少傾向の中で、増加に転じ始めている。

OECD、ユネスコ、米国国際教育研究所(IIE)等の2016（平成28）年統計による集計

高等教育機関に限る



海外留学の促進 9

文部科学省による「トビタテ！留学JAPAN」による留学促進、大学の国際系学部の全員留学の
拡大により、留学は増加傾向へ。



技術の発達による社会構造の変化 10

「あと10～20年後、全米702職種の４７％が人工知能やロボットに代替される。」

（オックスフォード大学 マイケルＡ オズボーン准教授の計算 ２０１３年）

「現在の小学生の65％は、これまで存在しなかった職業に就くでしょう。」

（デューク大学 キャシー・デビッドソン /教育学者 ２０１１年）

昔は無かった、今ある職業
Webデザイナー
プロブロガー

ユーチューバー
プロゲーマー（eスポーツ）・・・

人工知能やロボットに奪われる職業
一般事務員
銀行窓口係

自動車組み立て工
宅配便配達員・・・

産業構造が変化し、今はまだ存在しない職業に就くかもしれない。
そんな時代において、どのような「学び」であるべきか？

産業構造が変化し、今はまだ存在しない職業に就くかもしれない。
そんな時代において、どのような「学び」であるべきか？



ＩＴ分野における国際競争 11

国際競争に日本は参加できていない。（数字は2018年度の連結決算売上概数）

ＧＡＦＡ（アメリカ合衆国）

Google
（グーグル）
1,368億ドル（15兆円）

世界的な検索エンジンサービス
Android OS Chromebook
YouTube

Apple
（アップル）
2,655億ドル（29兆円）

パソコン（Mac）
モバイルデバイス（iPhone/iPad）
デジタルコンテンツ配信

Facebook
（フェイスブック）
558億ドル（6兆円）

20億人を超えるSNS
インスタグラム

Amazon
（アマゾン）
2,328億ドル（26兆円）

通信販売
音楽、動画ストリーミング
電子書籍
クラウドウェブサービス（AWS）

ＢＡＴＨ（中華人民共和国）

Baidu
（バイドゥ）
148億ドル（2兆円）

世界第2位の検索エンジンサービス
プロジェクターを備えたスマートライト

Alibaba
（アリババ）
548億ドル（6兆円）

ECサイト
オンライン決済
スマホ決済サービス（アリペイ）

Tencent
（テンセント）
454億ドル（5兆円）

SNS（QQ空間）
メッセージアプリ（WeChat）
スマホ決済サービス（WeChat Pay）

Huawei
（ファーウェイ）
1,074億ドル（12兆円）

サムスンに続く世界第2位のスマート
フォン販売
データセンター
ICTソリューション・プロバイダー

楽天市場 1兆円

ＮＴＴ 12兆円

ソフトバンク 9兆円

LINE 0.2兆円

トヨタ 30兆円

※表中の円換算の売上は、1ドル＝110円としたときの概算



教育再生実行会議 第七次提言 12

◆最後まで人間が優位性を持つ感性
・他者と目標を共有し、協働して課題解決に取り組む
・文化的・宗教的背景の異なる人たちとの相互理解
・協調性と、その基盤となる倫理観
・他者に共感できる感性、思いやり
・コミュニケーション能力
・多様性を受容する力

１． これからの時代を生きる人たちに必要とされる資質・能力～求められる人材像～

想定外の事象や未知の事象に対して、持てる力を総動員して主体的に解決していこうとする力

◆基礎となる学力、体力
・文系・理系を問わない幅広い教養
・実社会での活躍に必要な実践的な知識・技能
・日本人としての文化、歴史、伝統を背景としたアイデンティティや国語力
・英語を中心とした外国語による発信力や情報活用能力
・コンピュータに対して人間が優位性を持つ資質・能力

◆主体的に課題を発見し、解決に導く力、志、リーダーシップ
・与えられた課題を解決する能力

→志を持って、主体的に学び、Whyを考え、課題を発見する能力
・相手に説明し、納得してもらう論理性
・人の心を動かすプレゼンテーション能力

◆創造性、チャレンジ精神、忍耐力、自己肯定感
・既存の概念にとらわれない創造的な発想力や企画力、直観力
・未知の場に飛び出して、発想を拡げる経験の積み重ね
・果敢に挑むチャレンジ精神とともに、強い忍耐力
・プラス思考で、様々な課題に意欲的に取り組む姿勢

○「なぜ、そうなるか」
→失敗を恐れず課題に対応

→失敗から原因を分析
→次につなげる

○身に付けた力や態度を実生活の
場面で発揮して行動し、貢献する

「思考力・判断力・表現力」に集約



Society 5.0 に向けた人材育成に係る大臣懇談会（平成30年6月5日） 13

Society 1.0

狩猟社会

Society 2.0

農耕社会

Society 3.0

工業社会

Society 4.0

情報社会

Society 5.0

超スマート社会

希望の持てる社会

世代を超えて互いに尊重し合える社会

一人一人が快適で活躍できる社会

IoT
（Internet of Things）

全ての人とモノがつながり、様々な知識や情報が
共有され、新たな価値を生み出す

人工知能
（AI）

ビッグデータにより必要時に必要な情報を提供
ロボットや自動走行車などの技術で、少子高齢
化、地方の過疎化、貧富の格差などの課題を克
服



Society 5.0～実現のための課題～ 14

データサイエンティストの不足解消が急務。

ＡＩ ◆AI に関する高度な知識・技術を持つ人材の不足
◆国際的なプラットフォーム・ビジネスにおける不利な立場

→マーケットシェア、ビッグデータのサイズ

＜情報科学系高等教育の充実＞

滋賀大学 データサイエンス学部・研究科
横浜市立大学 データサイエンス学部

武蔵野大学 データサイエンス学部
東京工科大学 コンピュータサイエンス学部

共通して求められる力 文章や情報を正確に読み解き、対話する力
科学的に思考・吟味し活用する力
価値を見つけ生み出す感性と力、好奇心・探求力（漢字は引用のとおり）

新たな社会を牽引する人材 技術革新や価値創造の源となる飛躍知を発見・創造する人材
技術革新と社会課題をつなげ、プラットフォームを創造する人材
様々な分野においてＡＩやデータの力を最大限活用し展開できる
人材等

数学 情報科学 統計学



Society 5.0～人材育成政策の方向性（主に小・中学校時代）①～ 15

義務教育においては、学びの基盤を固める。特に読解力の課題、学力格差の問題の解決が求
められる。

特に読解力に課題 我が国の産業の品質やサービスの低下

経済的格差・地域間格差
いじめ・不登校
さまざまなハンディキャップ

学力の格差の早期解消

基礎的読解力

数学的思考力

情報活用能力

すべての児童生徒が習得

子供一人一人の個別のニーズに丁寧
に対応し、すべての子供が基礎的な
力を確実に習得（ICT/ＡＩ）



Society 5.0～人材育成政策の方向性（主に小・中学校時代）②～ 16

学校や学びの在り方が一元モデルから多元モデルに変化する。

「教職員だけ」による学校経営 外部専門スタッフと協働した「チーム学校」へ

「教師だけ」による指導
様々な人材との連携・協働により、「開かれ

た教育課程」を実現

「同一内容だけ」児童生徒に教える教育 「個々人の特性」に応じた教育

「紙だけ」で指導 ICT など先端技術も活用

一元モデルの学校教育 多元モデルの学校教育

児童生徒を教え導く教師 ＋ 学びの支援者という教師

経験や勘、伝承による成功経験や勘、伝承による成功 ＋ Edtech 「教育や学習を科学する視点」＋ Edtech 「教育や学習を科学する視点」



Society 5.0～新たな時代に向けた学びの変革、取り組むべき施策～ 17

異年齢・異学年など
多様な協働学習

学習の個別最適化 学びのポートフォリオの活用 ビッグデータ活用

新学習指導要領の確実な習得

情報活用能力の習得 ﾃﾞｰﾀ・ｻｲｴﾝｽや統計教育 STEAM教育 デザイン思考

教員免許制度の改善 複数の校種、教科取得

専科教員の配置など
文理分断からの脱却

グローバル人材育成
拠点高等学校

AI人材育成
AIを知る人社系等専攻人材

MOOCs の活用

学部を超えた
学位プログラム

地域高校
（地域キュービック高校）

学校における働き方改革
教職員定数の改善

指導・事務体制の強化
教師の資質能力の向上

前提となる基盤整備

ICT 環境や施設整備地域と学校の連携・協働

小・中学校 高等学校 高等教育地域の、地域によ
る、地域のための高
校



STEAM教育 18

STEAM教育とは
Science、Technology、Engineering、Art、Mathematics等の各教科での学習を実社会での課題
解決に生かしていくための教科横断的な教育

新しい時代の初等中等教育の在り方について（抄）（平成31年4月17日中央教育審議会諮問）

STEAM教育≠プログラミング教育

岐阜市「STEM教育事業」 ぎふっ子からノーベル賞を！

目的 「未来を見据えた人づくり」として岐阜市の産業に貢献する人材育成
科学技術に才能を有する児童生徒の個性や能力を伸ばす教育

体制 ２６名のＳＴＥＭ教員又は短期ＳＴＥＭ教員採用（元理科教員等教員免許保有者、教員経験者等）
市立小学校全４６校に配置（２校兼務）
ＳＴＥＭ教員：週５日勤務、短期ＳＴＥＭ教員：週３日勤務

活動 〇理科授業における実験
・ＳＴＥＭ教員と担任のＴＴ
・理科を専門としていない教員の指導力向上
〇理数クラブの年間指導
・化学や物理の原理を応用したものづくり
・休み時間に科学技術体験

〇科学行事への参加
・校外の科学行事参加。
〇科学作品や発明工夫作品の相談
・科学館の相談日の相談員
・各小学校での科学作品や発明工夫などの相談
○初任者研修での支援
○ものづくり研修
○サイエンス・キャンプ研修



全体の整理 19

社会環境の変化

ＩＣＴ

グローバル

予測しえない変化 不易

流行

◆これまでも「不易」としてきたことをさらに進化
・資質能力
・学力の三要素

教育においては、「時代の変化とともに変えていく必要が
あるもの」（流行）とともに、「時代を超えて価値のあるも
の」（不易）がある……。
（「21世紀を展望した我が国の教育の在り方について」中教審答
申 平成9年6月）
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20

教員の資質・能力の向上



21

「社会に開かれた教育課程」の意味を深く受け止める。

指導によって育まれる思考力、判断力、表現力等
を自覚的に認識する。

社会に開かれた教育課程 社会の変化に目を向け、教育が普
遍的に目指す根幹を堅持しつつ、社
会の変化を柔軟に受け止めていく

何を知っているか
知っていることを使ってどのよ
うに社会・世界と関わり、よりよ
い人生を送るか

＋ ＝
新しい社会の在り方を自ら
創造することができる資質
能力を子供たちに育む

チーム学校において、多様な専門性を持つ人材等
と連携・分担してチームとして職務を担い、その役
割に応じて活躍することができるようにする。

子供たちの変化等を踏まえつつ自ら指導方法等を
不断に見直し、改善する。

社会で必要とされる力と教科学習の関係

「アクティブラーニング」に引っ張られすぎない
指導改善

「自分ができないこと」を知る。
「自分ができないこと」について協力を得る。



教員の職能開発への障壁（TALIS 2013） 22

研修ニーズは高いが、受講のための環境が整っていない。

→働き方改革

参加要件を
満たしてい
ない（資格、
経験、勤務、
年数など）

職能開発の
費用が高す
ぎる

雇用者から
の支援の不
足

職能開発の
工程が仕事
のスジュー
ルと合わな
い

家族がある
ため時間が
割けない

自分に適し
た職能開発
がない

職能開発に
参加する誘
因（インセン
ティブ）がな
い

日本 26.7% 62.1% 59.5% 86.4% 52.4% 37.3% 38.0%

参加国平均 11.1% 43.8% 31.6% 50.6% 35.7% 39.0% 48.0%

※ 職能開発の参加に当たって、各項目が「非常に妨げになる」、「妨げになる」、「妨げにならない」、「全く妨げにならない」の
４つの選択肢のうち、「非常に妨げになる」又は「妨げになる」と回答した教員の割合

Ｅラーニングの可能性



福井県総合教育研究所 23

汎用的な内容の伝達に類する研修は、ｅラーニングで実施。

対面でやるべき研修との切り分け。

国語

小学校国語科の授業づくり
誰でもできる硬筆指導 ～幼児期・低学年における指導法～
誰でもできる毛筆指導 ～授業づくりの第一歩～
小中学校国語科の基礎 ～言語活動を取り入れた楽しい授業づくり～
古典学習の進め方 ～中学校編～
高等学校国語科における言語活動 ～生徒が主体的に活動する授業を作ろう！～

社会

小学校社会科の基礎 ～深い学びをめざす授業づくり～

これからの小中学校社会科の授業づくり
地歴科におけるアクティブ・ラーニング
高等学校日本史の基礎 ～アクティブ・ラーニングに挑戦！～
高等学校世界史の基礎 ～中高接続を意識した世界史の授業づくり～
高等学校地理の基礎 ～アクティブ・ラーニングによる授業改善～
高等学校公民科の基礎 ～これからの公民科で求められる力～

算数・数学
小学校算数の基礎
中学校数学の授業づくりの基礎 ～数学活用力育成～
高等学校数学科 ～知識構成型ジグソー法～

理科

小学校理科の基礎 ～問題解決の力と授業づくりのポイント～
小学校理科「ふりこのきまり」 ～授業名人の授業より～
小学校理科実験の基礎 ～動画で見る 観察・実験器具の基本操作～
中学校理科実験の基礎 ～イカの解剖～
オオカナダモを用いた光合成実験のポイント ～こうすれば、高い確率でうまくいく～

芸術

小学校音楽科 授業づくりの基礎
音楽遊びの工夫 ～幼稚園から小学校につながる音楽へ～
音楽教材への新たなアプローチ ～中学校音楽科・高等学校芸術科音楽～
小学校図画工作科の基礎 ～楽しい木版画の技法～
幼児表現「造形遊び」 ～身近な材料（素材）を使って～
日本画の表現 ～基礎から応用まで～
中学校美術科・高等学校芸術科美術の基礎
日本の美術 ～日本画の指導法～

技術・家庭

小学校家庭科の基礎 ～考える家庭科の授業～
家庭科教育の基礎 ～中学校・高等学校編～
中学校技術・家庭科（技術分野）の基礎 ～木材加工の基礎知識と基本技能～
中学校技術・家庭科（技術分野）エネルギー変換 ～簡単な電気機器の保守点検と製作～
高等学校工業の基礎 ～IoTって何だ?! IoTを理解し広がりを考える～

英語

You can do it! 小学校外国語活動・外国語科の授業づくり
これでできる！担任主導の外国語活動 ～発音編～
これでできる！担任主導の外国語活動 ～活動編～
「先生これ読んで！」 ～英語絵本の活用法～
CAN-DOリストで指導が変わる！ ～基礎・理論編～
CAN-DOリストで指導が変わる！ ～実践・発展編～
中学校英語科 ～感じたことを英語で表現しよう～
高等学校英語科の授業づくり
高等学校英語科 ～英語による授業を効果的に進めるためのコツ～

道徳
道徳教育の基礎
今、求められる道徳教育 ～道徳科の全面実施～

総合
総合的な学習の時間のデザイン ～今、求められる力を高めるために～
効果的な探究活動に取り組もう！ ～「総合的な探究の時間」に向けて～

授業改善

授業のユニバーサルデザイン ～どの子も楽しく「わかる・できる」授業をめざして～
授業の見取りの基礎・基本
授業力アップを目指す！アクティブ・ラーニング講座 ～入門編～
授業力アップを目指す！アクティブ・ラーニング講座 ～授業づくり編～
学習指導要領改訂と授業改善の方向性 ～田村学視学官講演会記録映像～
21世紀型能力育成入門 ～21世紀を生き抜く子どもを育てる～
小学校における思考力・判断力・表現力の指導法入門
ふるさと教育 ～ふるさと福井に誇りと愛着を育む～
学び合い、世界を広げるNIE ～授業に役立つ新聞活用法の基礎～
主権者教育 ～社会的な自律を促進する教育を目指して～
キャリア教育の基礎 ～主体的に学ぶ意欲を高める指導～
動き出した中学入試改革 ～多様な能力を評価する入試導入へ～
複式学級・少人数学級のための授業づくり

学級経営・
教育相談

不登校の理解と対応 ～基礎編～
思春期・青年期の理解
保護者との関係づくり ～ともに子どもを育てるために～
学級づくりシリーズⅠ ～学級づくりのストーリーを知る～
学級づくりシリーズⅡ ～基盤づくりの実際を学ぶ～
学級づくりシリーズⅢ ～誰にでもできる４月からのストーリー～
学級づくりシリーズⅣ ～ユニバーサルデザイン教育の基礎～
学級づくりシリーズⅤ ～エンカウンターで学級の横糸を育てる～
Q-Uの基礎 ～学級の“今”を知る～
アセスを使った児童・生徒理解 ～アセスの使い方・活かし方～
アサーションで自分も相手も大切にする心を育てる
学級づくりに役立つソーシャルスキル教育 ～子どもたちにつけたいソーシャルスキル～
今すぐ使えるミニ活動集 ～福井県版ポジティブ教育プログラムより～
子どもたちの人間関係を豊かにする！ ～ピア・サポート実践編～
望ましい合理的配慮と支援体制づくり～通常学級の中で発達障害のある児童生徒への対応～
実践から学ぶ特別支援教育 ～研究発表会の事例より～
教育相談におけるチーム学校と外部人材の活用
教育相談担当になったら ～高校編～
就学支援を進めていくための基礎知識

ＩＣＴ

情報セキュリティの基礎
知ってる？ネットトラブルのこと
＜改訂版＞今から使える遠隔授業・研修システム【Teams】
効果的なタブレット（iPad）活用 ～授業支援アプリClassroom～
Google for Educationでできること

社会人基
礎力

社会人基礎力養成講座Ⅰ ～電話応対～
社会人基礎力養成講座Ⅱ ～来校者応対～

学校改善

教師のメンタルヘルス
タイムマネジメントの基礎 ～多忙感を解消する仕事の捌き方～
ロジカルシンキングの基礎 ～論理的な思考とコミュニケーションのスキル～
ファシリテーションの基礎 ～安心と信頼の構築から、意欲と力を引き出す支援術～
カリキュラムマネジメントの基礎
OJTで学校を活性化
効果的な校内研修を目指して
アクティブ・ラーニングで学校改善を ～学力が向上する楽しい学校をつくる～
福井教育フォーラム記念講演2015 「見えてきた福井らしさ」
福井教育フォーラム記念講演2017 「学力上位県のひみつ」



指導の変化 24

教科の授業において心がけている授業方法 （「多くするように特に心がけている」の％）は、新
学習指導要領全面実施前から変化している。

｢特に+まあ心がけている｣
10年：34.7⇒16年：66.7

32pt増

出典）ベネッセ教育総研「学習指導基本調査」（2016年8-9月調査）



児童・生徒が育むべき「思考力・判断力」とは 25

児童・生徒に「思考力・判断力」という言葉は伝わらない。共有できる言葉を使った指導を。

出典：熊本大学教育学部附属中学校 研究のあゆみ「平成27年度“未来を拓く力を育てる教育課程の開発（二年次） ” 」



英語 26

教員の英語力、生徒の英語力ともに、文科省の目標水準には到達していない。
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出典：文科省「平成28年度版 英語教育実施状況調査」（2016.12 調査）



ＩＣＴ教育 27

個に応じた学習で端末に慣れ（教員も生徒も）、めざすは、アクティブ・ラーニングの視点に立っ
た学習プロセスにおけるICTの効果的活用。

出典：中教審「「論点整理」以降に議論が深められた事項（例）（1） 」教育課程部会 教育課程企画特別部会資料 2016.5.10

ど
の
単
元
で
も
共
通
の
プ
ロ
セ
ス



ファシリテーション力 28

児童・生徒の主体的な学びを引き出すことに自信がない。

ファシリテーション力（人々の活動が容易にできるよう支援し、うまくことが運ぶよう舵取りするスキル）の養成が必
要。

（TALIS2013）

○答えが一つに決まらない課題の選択力（勇気）
○引き出すための授業設計力
○引き出すための発問力
○待つ力

○児童・生徒同士で解決させる学級経営力



全体の整理 29

社会環境の変化

ＩＣＴ

グローバル

予測しえない変化 不易

流行

○社会や日常と学校での学びのつながり
○資質・能力の可視化・意識化
○ファシリテーション力

○ＩＣＴを使った指導スキル・ファシリテーション力
○小学校の指導体制・教員の英語力
○中学校教員の英語力

働き方改革 研修体制

要両立教育においては、「時代の変化とともに変えていく必要が
あるもの」（流行）とともに、「時代を超えて価値のあるも
の」（不易）がある……。
（「21世紀を展望した我が国の教育の在り方について」中教審答
申 平成9年6月）


